
白梅でのオンライン授業
オンライン授業検討チーム
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説明会の流れ

1. オンライン授業実施にあたって

2. オンライン授業をする上での確認事項(→佐久間先生)

3. WebClassの利用

4. パワポ+音声による動画作成(→宮田先生)

5. YouTubeへのアップロード(→都賀さん)

6. pdf資料と音声ファイルを組み合わせる方法

7. ゼミ等での会議システム(Zoom)の利用(→安倍先生)

8. 授業としての条件についてのQ&A(→佐久間先生)
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1.オンライン授業実施にあたって

• 放送大学のような形(カメラ撮影しての動画)はたぶんムリ
• オンラインのコンテンツ作りの経験がほぼない私たちに何ができる

か?
• 講義系授業

• パワポを使用している場合、音声を入れて動画化する(パワポ動画)
• 教科書やプリントと音声ファイルを組み合わせる(やはりパワポ動画)

• 演習系授業(ゼミ)
• オンライン会議システムZoomを利用する

※今回紹介するのは最も簡単にできると思われる方法。
※いずれの場合も、WebClassを経由・併用する必要(出席など)。
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2.オンライン授業をする上での確認事項

• 佐久間先生にバトンタッチ
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3.WebClass*の利用

• どの方法を取るにしても、出席確認、レポート課題などを組み合わ
せる必要があるので、WebClassを利用、あるいは経由することにな
る

• 「教材」の「資料」を作成して以下を配布
• パワポ動画へのURL

• プリントのpdfファイル

• ZoomのミーティングID

• 「レポート」「テスト」による評価

• 「アンケート」「チャット」「掲示板」でのコミュニケーション

• 教材の利用状況確認 → 出席
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WebClass「資料」の作成

• データパシフィック*による資料作成の説明動画

• 本学では「コース」→「講義」となっている点に注意
• https://youtu.be/KurXAiVZcF0
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「資料」の作成--ポータルサイトの利用方法（教員向け）より
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ラベルとタイトルの設定に
注意。

日時制限を加えることで、
出席のチェックに相当する
ことができる。

↓
いずれも後述。
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WebClass「レポート」「テスト」の作成

• データパシフィックによるレポート作成の説明動画
• https://youtu.be/8RWi7CH5Ldc

• 「レポート」はファイル提出のため毎回だと学生負担が大なので、
期末、あるいは中間での実施が適切か。

• データパシフィックによるテスト作成の説明動画
• https://youtu.be/j5JLGZ_QKYM

• オンライン授業での「テスト」は第三者の助言の排除や、参照資料
の制限ができないため、成績に結びつく評価には向かない。
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WebClass「アンケート」など

• 「アンケート」を設定して、授業後のリアクションペーパー的
に使う(→出席確認との関連)

• データパシフィックによるアンケート作成の説明動画
• https://youtu.be/pkyGjcyzggg

• 「チャット」はリアルタイムのコミュニケーションのため、時
間を限らないと教員は大変

• 質問受付には「掲示板」のほうが適していそう。ただ、返事の
タイミングを限定しておかないと、四六時中追われるかも?
• リアクションペーパー的アンケートに含めてしまうのが吉(?)
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1回分の授業の「教材」設定例

pdf資料などは、授業時間に
関わらず閲覧できるように
設定。

「ラベル」には授業回数ま
たは実施日を書いておくと
授業回ごとにまとまるので
わかりやすい。→後述

この例でのタイトルは単に
「資料」だが、多少内容を
反映したタイトルのほうが
いい。
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パワポ動画へのURLを含む授
業本体部分は時間割通りに日
時制限を設定。
↓
出席確認のため。

この例では5月11日の1限授業
を想定。
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アンケートは例えばその日の内
(23時59分)を日時制限に設定。

感想など簡単な自由記述式設問
を使えば、リアクションペー
パー的利用ができる。

アンケート名には授業回数、
日付などを含めておく。
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1回の授業ごとにラベルでくくり、その中に資料、授業動画(YouTubeへのリンク
情報)、リアクションペーパー的アンケートの3点セットを置く(とよい)。
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教材の「実行者数」をク
リックすると、アクセス
ログへ。

出席確認には、次のアン
ケートも合わせて。↓

教材へのアクセスログを見て、
出席確認
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アンケート結果の参照は「成績」メニューから
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アンケート名を検索する。

※その授業で設定したすべてのアンケートや
テストの中から選ぶので、授業回数や日付な
どをアンケート名に入れておかないと、いつ
のアンケートなのかわからなくなってしまう
ので、注意。

どの学生がどのように回答したかは、詳細
データ、またはユーザ毎の回答リストで見る。
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------- S001 -------
Test,第1回出席カード兼アンケート(授業日のうちに回答)
Course,WebClassのみ検証用講義_2
ID,S001
Name,検証用学生001
Date,2020-04-15 10:55:53
Score,0

Answer1,"◯◯◯と思いました。△△△のところがちょっと良く理解できませんでした。"
Point1,0

------- S002 -------
以下略

詳細データ

[ユーザ毎の回答リスト]
<コース名>,<ユーザ名>,<ユーザID>,<回答時刻>,<設問1/設問2/設問3/・・・>
WebClassのみ検証用講義_2,検証用学生001,S001,2020-04-15 10:55:53,"◯◯◯と思いました。
△△△のところがちょっと良く理解できませんでした。"

ユーザ毎の回答データ(CSV形式)

これらのデータを、授業の
動画教材へのアクセスログ
と組み合わせて出席確認に
用いる。
あるいは疑問点を抽出して
次回授業でフォローする。
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あるいは……

「未提出者を表示」を使うと、未提出者
のユーザIDが一覧で表示されるので、単
に提出の有無を確認するだけなら、この
方が簡単。
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WebClassのチュートリアル資料

• これまでの動画を含むデータパシフィックのWebClassの教員
向け資料
• https://webclass.jp/documents/course-manage

• ポータルサイトのトップページ(下の方)にある「ポータルサイ
トの利用方法（教員向け）」
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4.パワポ+音声の動画化 → 宮田先生

• 宮田先生にバトンタッチ
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5.YouTubeへのアップロード

• 都賀さんにバトンタッチ
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6.pdf資料+音声ファイル

• 配布資料はpdfファイル化しておくほうがいい
• 使用デバイスや環境に関わらず表示できる
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音声はスライド1枚のみのパワポ動画にする
のが簡単

• 音声を録音する方法いくつもあるが…
• パソコンの「レコーダー」
• スマホの「ボイスメモ」

• 録音後のファイルの扱いが面倒だし、YouTubeにアップロードする
には「動画」の形を取らないといけないので、変換が必要

• パワポでスライドを1枚だけ作る
• 単元名、その回のタイトルなどを書いただけのスライド

• 「パワポ+音声の動画化」の要領で、音声を入れて動画化する
• 画面にはその回のタイトルが表示され続け、音声だけが聞こえる
• 学生はpdf資料(あるいは教科書)などを参照しながら音声を聞く
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7.Zoomの利用 → 安倍先生

• 安倍先生にバトンタッチ
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授業としての条件についてのQ&A

• 再び佐久間先生にバトンタッチ
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